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1. はじめに 

3GPP TS38.141-1 の 7.2 Reference sensitivity level は、Fixed Reference Channels（FRC）を使用し、Reference 

sensitivity power level で 95%以上のスループット（Block Error Rate: BLER5%以下）を期待する 5G 基地局の試験規

格です。試験で使用する FRC は Band、Bandwidth、Sub-carrier spacing などの組み合わせによって多数定義されてお

り、すべての FRC 波形を作成することは容易ではありません。 

 

O-DU エミュレータプラットフォームソフトウェア MX773000PC では、IQproducer の Easy Setup 機能を使用するこ

とで、FRC 波形を容易に作成することができます。また、FRC 波形を基に設定を変更することで、FRC 波形だけではなく

実運用に即した波形の作成も可能です。さらに、リアルタイムに BLER が解析されることから、障害発生時などの場合に、

5G 基地局の状態を確認しながら BLER を測定することが可能です。 

 

ORAN テストプラットフォーム MX772000PC は、MX773000PC と MX800046A を制御することにより、自動で Uplink

レベルを変えながら BLER を測定できます。測定結果はグラフとして表示され、感度点(目標の BLER に対する UL レベル)

を容易に測定・確認できます。 

 

本書では、5G 基地局の BLER を MX772000PC および MX773000PC で測定するための手順を説明します。 

 

2. 準備 

2.1 必要なソフトウェア 

BLER 測定を実施するために、以下のソフトウェアが必要です。 

形名 品名 

MX772000PC 

MX772000PC-TL001 

MX772000PC-TL002 

ORAN テストプラットフォーム 

MX773000PC コントロールプラグイン(1 年) 

MT8000A コントロールプラグイン(1 年)  

MX773000PC 

MX773000PC-TL001 

MX773000PC-TL040 

O-DU エミュレータプラットフォームソフトウェア 

ORU Test Suite(1 year) 

UL U-Plane Analyzer(1 year) 

MX800046A MX800046A Base Station Test Suite for NR sub-6GHz  

本 BLER 測定機能は、2024 年 6 月時点では試用版での提供となります。正式対応時、別途ソフトウェアを購入いただく

必要があります。 

 

2.2 必要なハードウェア 

BLER 測定を実施するために、以下のハードウェアが必要です。 

形名 品名 

MT8000A 

MT8000A-001 

MT8000A-020 

MT8000A-021 

Radio Communication Test Station 

Control Module 

RF Base Module 

0.4GHz-6GHz RF Sub Module 

MT1000A 

MT1000A-005 

MU100010A1 

MU100010A-001 

MU100090B 

Network Master Pro 

AUX I/O 

10G Multirate module 

Up to 2.7G dual channel 

High Performance GNSS Disciplined Oscillator 
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G0437A 

G0438A 

Server for O-DU Emulator 

Accelerator card for O-RAN Fronthaul 

 

2.3 機器の接続 

BLER 測定を実施するため、機器を以下のように接続します。 

 
 

O-DU Emulator 

MEAS#1 

Control 

RF1,Main 1 

MT8000A 

Control PC 

USB-LAN 

Adapter 

1PPS Out 

10 MHz Ref Out 

BNC T Adaptor 

LAN cable 
Optical cable 
RF cable 

USB-LAN 

Adapter 

MT1000A 

O-RU 

Event Trig Input 

1LVTTL 

Ref Input 

10 MHz 50Ω 
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3. MX773000PC での BLER 測定手順 

MX773000PC を使用して BLER 測定を行うためには、以下の手順が必要です。具体的な手順については 3.1 節～3.7 節

を確認してください。 

ステップ 1 波形作成 

   IQproducer での波形作成 

ステップ 2 波形インストーラ作成/インストール 

  

 IQproducer での MT8000A 波形インストーラ作成 

  

 MT8000A 波形インストール 

ステップ 3 測定パラメータ設定 

  

 MX800046A Uplink 設定 

  

 
MX773000PC Uplink UC-Plane パラメータ設定、Uplink C-Plane

データファイルの作成 

ステップ 4 測定実行/結果確認 

 

 測定実行 

  

 測定結果確認 

 

3.1 IQproducer での波形作成 

IQproducer により、MX773000PC および MX800046A で使用する Uplink 用の波形を作成します。 

【設定手順】 

1. MX773000PC の Uplink UC-Plane タブを選択して、[IQproducer]ボタンをクリックします。 

 
2. Make UL C-Plane Data ダイアログで[Launch]ボタンをクリックします。 
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3. Select instrument ダイアログで MT8000A/MX773000PC を選択し、[OK]ボタンをクリックします。 

 

 

4. IQproducer for MT8000A ダイアログで[5G NR sub-6GHz]ボタンをクリックします。 

 
 

5. 5GNR sub-6GHz IQproducer for MT8000A ダイアログで、[Easy Setup] → [BS Test] → [FRC]の順に選択し、測

定対象の FRC を選択します。 
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6. 5GNR sub-6GHz IQproducer for MT8000A ダイアログで、パラメータを次のように設定します。 

 

O-RAN Mode On 

Carrier Frequency O-RU の対応周波数[MHz] 例)3351.000000[MHz] 

Data Status Uplink の Slot は Enable, Downlink の Slot は Disable 

 

 
 

7. 5GNR sub-6GHz IQproducer for MT8000A ダイアログで、[Calculation]ボタンをクリックします。 

 
 

8. Export File ダイアログで、Package と Export File Name 欄を記入し、[OK]ボタンをクリックします。 
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9. Calculation ダイアログが開きます。[OK]ボタンが表示されるまで待ち、[OK]ボタンをクリックします。 
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3.2 IQproducer での MT8000A 波形インストーラ作成 

IQproducer で、MT8000A から Uplink 信号を出力するための波形インストーラを作成します。 

【設定手順】 

1. IQproducer for MT8000A ダイアログで[Installer Generator]ボタンをクリックします。 

 
 

2. ARB Installer Generator ダイアログに Installer Name, Package Name 欄を入力し、No.0 欄をダブルクリックし

ます。 

 
 

3. Setting Pattern Data ダイアログで[Select]ボタンをクリックします。表示されるファイル選択ダイアログから、3.1

節で作成した wvd ファイルを選択します。 

ファイルを選択後、[Set]ボタン、[Close]ボタンの順にクリックします。 
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4. ARB Installer Generator ダイアログで No.0 にファイルが設定されていることを確認し、[Generate ARB Installer]

ボタンをクリックします。 

ファイル保存ダイアログが表示されますので、ファイル名を設定し保存します。 

 
 

3.3 MT8000A 波形インストール 

3.2 節で作成した波形を MT8000A へインストールします。 

【設定手順】 

1. MX800000A Application Launcher で、[Firmware Downloader]ボタンをクリックします。 

 
 

2. MT8000A Firmware Downloader ダイアログで[Select zip]ボタンをクリックし、3.2 節で作成した ARB Installer

を選択します。それから、[Download]ボタンをクリックします。 
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3. ダウンロードが完了すると、Firmware Downloader - Reboot - ダイアログが表示されます。[Yes]をクリックし、

MT8000A を再起動してください。 
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3.4 MX800046A Uplink 設定 

MX800046A で Uplink パラメータを設定し、MT8000A から Uplink 信号を出力します。 

【設定手順】 

1. MX800046A メニューの Level / Freq Setup / ARB を選択し、Slot1 / TRX1 を次のように設定します。 

Frequency 

 SG Frequency O-RU の対応周波数 例)3351.000000[MHz] 

SG 

 Output Level O-RU の対応レベル 例)-10.0[dBm] 

 Output Level On/Off On 

 Modulation On/Off On 

ARB 

 Package 出力したい波形の Package Number 例)0 

 Pattern 出力したい波形の Pattern Number 例)0 

 SG Trigger On 

 SG Trigger Delay O-RU の n-ta-offset から算出される値 例)-2604 

 

例)n-ta-offset = 25600 の場合の SG Trigger Delay 設定 

  

n-ta-offset 25600  

Timing Advance[ns] 13021 n-ta-offset/1.96608 

SG Trigger Delay[Sample@200MSPS] -2604 -200*Timing Advance*10-3 
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3.5 MX773000PC Uplink UC-Plane パラメータ設定、Uplink C-Plane データファ

イルの作成 

MX773000PC で Uplink パラメータを設定し、保存します。 

【設定手順】 

1. MX773000PC の Uplink UC-Plane タブを選択して、Mode of Capture and Analyze を BLER に設定します。 

 
 

2. Capture/Analyze Parameter を次のように設定します。 

Common 

 t1a-max-cp-ul O-RU 設定に合わせた値 例)500000[ns] 

 ta4-max O-RU 設定に合わせた値 例)250000[ns] 

 eAxC_ID O-RU 設定に合わせた値 例)0 

 Highest Subcarrier Spacing 

supported by O-RU 

O-RU 設定に合わせた値 例)30[kHz] 

 Downlink Radio Frame 

Offset 

O-RU 設定に合わせた値 例)0 

 Downlink SFN Offset O-RU 設定に合わせた値 例)0 

Compression Parameter 

 Compression Type O-RU 設定に合わせた値 例)Static 

 IQ bitwidth O-RU 設定に合わせた値 例)9 

 Compression Method O-RU 設定に合わせた値 例)0001b_block floating point 

C-Plane Common Header 

 startSymbolId O-RU 設定に合わせた値 例)0 

C-Plane Section Parameter 

 Rb O-RU 設定に合わせた値 例)0 

 symInc O-RU 設定に合わせた値 例)0 

 numPrbc Flag O-RU 設定に合わせた値 例)0:all PRBs 

 reMask 0xFFF 

 beamId O-RU 設定に合わせた値 例)0 

Uplink Analysis Parameter 

 gain-correction O-RU 設定に合わせた値 例)0 

 FS_Offset O-RU 設定に合わせた値 例)0 

 Number of TBs 例)100 

※Number of TBs / Frame 当たりの Uplink Slot 数 = 測定 Frame 数 
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3. [IQproducer]ボタンをクリックします。 

 
 

4. Make UL C-Plane Data ダイアログで[Select File]ボタンをクリックし、ファイル選択ダイアログを開きます。ファ

イル選択ダイアログ上で、3.1 節で作成した oraUlIq ファイルを選択します。 

 
 

5. Make UL C-Plane Data ダイアログ上の[Import]ボタンをクリックします。 
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6. Make UL C-Plane Data ダイアログで[…]ボタンをクリックします。ファイル保存ダイアログが開きますので、ファ

イル名を設定後、[Make]ボタンをクリックします。 

 
7. MX773000PC の Uplink UC-Plane タブを選択して、[…]ボタンをクリックします。ファイル選択ダイアログにて 6.

で作成したファイルを選択します。 

 
 

8. MX773000PC の[Save As]ボタンをクリックします。ファイル保存ダイアログが表示されますのでファイル名を設定

し、保存します。 
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3.6 測定実行 

MX773000PC から Uplink C-Plane Packet を送信し、Uplink BLER を測定します。 

【測定手順】 

1. MX773000PC の Uplink UC-Plane タブを選択して、[Open]ボタンをクリックします。ファイル選択ダイアログで、

3.5 節で作成したファイルを選択します。 

 
 

2. [Run]ボタンをクリックします。Number of TBs 分測定が完了すると、自動で測定終了します。 

 
 

3.7 測定結果確認 

MX773000PC の Analyze Data エリアで測定結果を確認します。 
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4. MX772000PC での BLER 測定手順 

MX772000PC では、MX773000PC や MX800046A を外部制御することにより、BLER の自動試験が可能です。 

 

MX772000PC を用いて BLER 測定を行うためには、以下の手順が必要です。3.1~3.7 節の手順をすでに実施済みの場合

には、ステップ 3 のシーケンス作成から実施してください。 

ステップ 1 波形作成 

   IQproducer での波形作成 

ステップ 2 波形インストーラ作成/インストール 

  

 IQproducer での MT8000A 波形インストーラ作成 

  

 MT8000A 波形インストール 

ステップ 3 測定パラメータ設定 

  

 
MX773000PC Uplink UC-Plane パラメータ設定、Uplink C-Plane

データファイルの作成 

  

 シーケンス作成 

ステップ 4 測定実行/結果確認 

 

 測定実行 

  

 測定結果確認 
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4.1 シーケンス作成 

MX772000PC で、BLER 自動試験用のシーケンスを作成します。 

1. MX772000PC の[Test Equipment]ボタンをクリックします。 

 
 

2. Test Equipment(New)ダイアログで次のように設定し、[OK]ボタンをクリックします。 

Controlled Ports 

   Port Slot1/TRX1 

   Execution target チェックオン 

Parameters 

 Level / Frequency Setup / ARB 

  LevelFrequency 

   SG Frequency O-RU の対応周波数 例)3351.000000[MHz] 

  SG 

   Output Level O-RU の対応レベル 例)-10.0[dBm] 

   Output Level On/Off On 

   Modulation On/Off On 

  ARB 

   Package 0 

   Pattern 0 

   SG Trigger On 

   SG Trigger Delay O-RU の n-ta-offset から算出される値 例)-2604 
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3. MX772000PC の[O-DU Plane]ボタンをクリックします。 

 
 

4. O-DU Plane(New)ダイアログで次にように設定し、[OK]ボタンをクリックします。 

Plane UC-Plane:Uplink(BLER) 

Uplink UC-Plane Setting File(チェックボックス部) チェックオン 

Uplink UC-Plane Setting File(ファイル設定部) MX773000PC で事前に保存した orasa ファイル 

Result Check  

 BLER Upper Limit 測定結果を Pass とする BLER しきい値 例)5.0[%] 
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5. MX772000PC の[Test Equipment - O-DU]ボタンをクリックします。 

 
 

6. Test Equipment - O-DU(New)ダイアログで次のように設定し、[OK]ボタンをクリックします。 

Uplink UC-Plane Setting File 

(チェックボックス部) 

チェックオン 

Uplink UC-Plane Setting File 

(ファイル設定部) 

MX773000PC で事前に保存した orasa ファイル 

Controlled Ports 

 Port Slot1/TRX1 - Port #0 

 Execution target チェックオン 

Setting 

 Start SG Output Level MX800046A から出力する SG Output Level の Start Level 例)-50.0[dBm] 

 SG Output Level Range MX800046A から出力する SG Output Level の Level Range 例)-10.0[dBm] 

 SG Output Level Interval MX800046A から出力する SG Output Level の 1 測定の Level 変化量 例)0.1[dBm] 

BLER Result Check 

 Start of limit range BLER 測定の Limit 値に対する Level 範囲(下限) 例)-60.0[dBm] 

 End of limit range BLER 測定の Limit 値に対する Level 範囲(上限) 例)-50.0[dBm] 

 BLER Upper limit 測定結果を Pass とする BLER しきい値 例)5.0[%] 
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4.2 測定実行 

1. MX772000PC の[Run(all)]ボタンをクリックします。 

 
 

4.3 測定結果確認 

1. MX772000PC の Execution Log で、BLER の測定値と結果を確認します。 

 
 

2. MX772000PC の Execution Log で、Step2 の BLER 測定値と結果を確認します。 

 
 

3. MX772000PC の Execution Log で、Step3 の BLER 測定値と結果を確認します。 

 
 

4. MX772000PC のメニューバーで[Logs] → [Graph Viewer] → [BLER]の順に選択し、Step3 で測定した BLER グラ

フを確認します。 
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5. トラブルシューティング事例 

BLER 測定時にエラーが表示される場合 

BLER 測定時に[NR_MEAS_FrameSync()]エラーが表示される場合、Timing Offset のずれが大きい可能性があります。 

以下の手順で User Data 解析を行い、Timing Offset 値を確認し、Timing Offset 値が±10ns 程度になるよう調整してく

ださい。 

 

【調整手順】 

1. MX773000PC の Uplink UC-Plane タブを選択して、Mode of Capture and Analyze を User Data に設定します。 

 
 

2. [Run]ボタンをクリックします。解析が完了すると自動で測定終了します。 

 
 

3. Analyze Data エリアで Timing Offset の測定結果を確認します。 

 
 

4. MX800046A の SG Trigger Delay パラメータを設定します。 

例)SG Trigger Delay = -2604, Timing Offset = 293ns の場合 

・Timing Offset * -200 * 10-3 を算出 

 293 * -200 * 10-3 = -58.6 ≒ -59 

 

・SG Trigger Delay + 算出した値を新たに SG Trigger Delay に設定します 

 -2604 - 59 = -2663  
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6. まとめ 

本アプリケーションノートでは O-DU Emulator を用いた 5G 基地局の受信特性試験方法と手順について解説しました。

MX72000PC/MX773000PC を活用することで、簡単かつ短時間の BLER 測定を実現でき、5G 基地局の開発・製造の効率

化に貢献します。
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